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中学校の中に、放課後の居場所をつくる。「校内カフェ」の取り組みが広がりを見せています。 

玉川中学校で初めて実施したのは、令和６年３月でした。等々力児童館、森の児童館、 

野毛青少年交流センターが連携し、地域の方が入って中学校と一緒に行っています。 

２階の多目的スペースに飲み物とお菓子を用意し（社協と連携、フードパントリー 

の食材を提供いただいています）、カードゲームやミニ卓球、人工芝を敷いて寝ころ 

びながらマンガを読めるスペースなどを設定。来た子たちはコピックでお絵かき 

したり、Bluetoothスピーカーで好きな音楽をかけたり。にぎやかな環境でも、 

勉強している子もいます。 

今まで計８回実施し、平均１４８名が参加。直近の５月の回は最多の２１０名の参加でした。 

回数を重ねるごとに、常連の子も増えてきました。スタッフとの会話も弾み、恋愛相談なども飛び
出します。タロット占いができるスタッフのコーナーは大人気。時に、子どもたちからは赤裸々な言葉

があふれ出します。 

モヤモヤや、やりたいことなど、普段相談するまではいかないけど、悩んでいる…。そんなことを  

自然に言葉にできるのが、放課後の居場所であり、遊びが持つ関係性の力です。毎回子どもたちに

いろいろなテーマでヒアリングをしていますが、「校内カフェでやりたいこと」 

の中にあった「シャンパンタワー」を、サイダーを使って実施したときは 

とても盛り上がりました！校長先生も一緒に輪になってクラッカーを鳴ら 

して、まるで年末のパーティー。笑顔でつながった時間は、まさにみんなの 

居場所でした。 
ほかにも、中学校の居心地向上プロジェクトメンバーが発案した、３年生を 

送る会。手作りのくす玉をみんなで割って交流したことも印象に残っています。 

 ７月には、玉川中学校の先生と児童館・青少年交流センター職員とで、情報交換会「大人カフェ」
を行いました。なんと、ほぼ全教員が参加！校内カフェの目的や今後についても話す中で、児童館の

こと、子どもたちのいまを一緒に考えることもできました。 

大人同士でも、ドリンクを飲みながら気軽に話す場があると、それだけで距離が縮まることを実感。

先生の趣味の話も興味津々💛居場所をつくる、すなわちお互いが関心を持つこと、ですね。 
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 校内カフェは、八幡中学校でも令和８年３月よりスタートしました。こちらは青少年地区委員会、

社協、ユースコーディネーターと連携して実施。２階の教室や廊下を使い、まだ２回しか実施し
ていませんが、１４０名が参加し、すでに高い認知度となっています。 

他にも芦花中、船橋希望中、梅丘中で始まっているほか、準備中の学校が複数あると聞いていま

す。校内に居場所があることで、忙しい子どもたちが息を抜く場、意見表明の場となり、大人がつな

がる場ともなります。 

子どもの周りに、頼れる大人が５～８人いる状態が良いと言います。何かあったとき、もしくは何も

なくても、子どもの周りに頼れる大人がいる環境づくりを、日頃から意識して整えていきた
いと思います。 

 

 

 

               玉川中＆八幡中で校内カフェを手伝ってくれている地域の皆さんを中心に 

お声がけして、７月２９日に「つながる学習会」を行いました。参加者同士で 

学び、つながることを目的とした会で、６回目となる今回は、八幡中学校そば 

に新しくオープンしたカフェにて実施しました。 

フローターの活動のひとつに、「子どもの権利の周知・啓発」があります。会場のカフェの名前が

「サボるイヌ」ということもあり、今回は子どもの権利条約第３１条、「休んだり、遊んだり、文化芸

術活動に参加したりする権利」について、みんなで考えました。 

現在の日本の子どもを取り巻く環境は、子どもの自殺者数が２年連続で過去最多、精神的幸福度

は３７か国中３２位（２０２６年）…など、国際的に見ても、子どものこころ・からだ・人間関係は厳しい

状況にあることが伺えます。いったい、なぜ？ 

休息と余暇、遊びの減少に一因があるように思います。 

平日に外で遊ぶ日数が 「０日」 の小学生が７８%、放課後に一緒に遊ぶ友達が 「０人」 の子ども
が１８%。公園は禁止の看板ばかりで、何かあれば直接言われずに通報される…。 

単に「最近の子どもは外で遊ばない」ということではなく、「時間」「空間」「仲間」の３つの「間」がなく

なってしまったために、遊べない。これは環境問題だととらえることもできます（TOKYO PLAY

緊急政策提言）。言うまでもなく、子どもたちが子ども時代にしっかりと休み、遊ぶことは、心身とも

に必要なことです。 

「余暇」は自分で過ごし方を決められる時間。「休息」は何もしない時間。忙しすぎるように
見える子どもたち。こどもの権利条約を読むと、「休息」が先に書かれています。大人も、だれでも、

休まないと何をする気力も体力も出てきませんよね。その上で自分が主役になれる「遊び」の時間が

あることで、心と体が育っていくのだと、児童館で働いていると実感します。 

２０２４年、国連は６月１１日を「国際あそびの日」と制定しました。世田谷区は６月をあそび 

月間として、遊びの大切さを啓発しています。 

イギリスの哲学者、ラッセルはこう言っています。 

「遊びをするとき、どの種に属する動物の子どもも、将来真剣にやることになる活動の予行演習をし

ている。子どもを幸福で健康にしてあげたいと思うのならば、そういう活動が何か役に立つかどう

かは抜きにして、それらの機会を与えてあげなければならない」 

大人ができることは多そうです。一緒に考えていきませんか？ 

フローターの活動は続きます！ 
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